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Ｊ
Ａ
西
瓜
部
・
人
参
部
・
ト
マ
ト

部
・
大
根
部
・
花
卉
部
・
地
場
野
菜
部

は
２
月
10
日
（
水
）
、
第
32
回
生
産
部

通
常
総
会
を
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
で
開
き
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
21
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
書
、
平
成
22
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
、
清
算
端
数
金
の

処
理
に
つ
い
て
承
認
し
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
業
方
針
で
は
、
販
売
先
の
求
め
る

栽
培
、
出
荷
形
態
に
対
応
し
、
販
売
先

の
確
保
と
富
里
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
普
及
を
推
し
進
め
消
費
者
に
信

頼
さ
れ
る
農
産
物
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

生
産
部
通
常
総
会
開
く
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「
ち
ば
エ
コ
農
業
」
生
産
者
協
議
会
と

千
葉
県
は
２
月
９
日
（
火
）
、
Ｊ
Ａ
富
里

市
で
「
ち
ば
エ
コ
農
業
」
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
き
、
県
内
各
地
か
ら
農
業
関
係

者
ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
Ｊ
Ａ
全
農
技
術
主
管
の
安

西
哲
郎
氏
よ
り
、
「
肥
料
の
上
手
な
使
い

方
」
と
し
て
土
壌
診
断
を
活
用
し
た
施
肥

法
と
千
葉
県
の
開
発
し
た
施
肥
設
計
支
援

シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
千
葉
県
農
林
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
の
真
行
寺
孝
氏
の
講
演
で
は

「
肥
料
を
減
ら
し
て
地
下
水
を
き
れ
い

に
」
を
テ
ー
マ
に
、
農
業
と
地
下
水
の
係

わ
り
と
、
環
境
に
や
さ
し
い
肥
料
の
や
り

方
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
や

り
く
り
上
手
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、
ち

ば
エ
コ
農
業
に
お
け
る
肥
料
の
使
い
方
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
１

人
と
し
て
Ｊ
Ａ
の
仲
野
隆
三
常
務
理
事
も

参
加
し
、
富
里
市
で
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
背
景
と
、
印
旛
沼

と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

人
参
生
産
者
の
高
橋
弘
和
氏
は
、
Ｊ
Ａ

人
参
部
会
と
し
て
環
境
保
全
型
農
業
に
係

わ
る
取
り
組
み
経
過
と
、
有
機
質
を
主
体

と
し
た
人
参
専
用
肥
料
に
よ
る
施
肥
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
参
加
者
と
意
見
交
換
を
ま
じ
え

た
中
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

千
葉
県
農
林
水
産
部
の
金
子
文
宜
氏
か
ら

は
「
生
産
者
が
肥
料
の
や
り
く
り
上
手
に

な
っ
て
、
次
の
世
代
の
た
め
に
土
や
地
下

水
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
生
産

者
が
環
境
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
と
、
「
ち
ば
エ
コ
農
業
」
の
さ
ら

な
る
推
進
・
普
及
を
呼
び
か
け
終
了
し
ま

し
た
。

パネルディスカッションの様子

開催者のあいさつ 安西氏の講演

「
ち
ば
エ
コ
農
業
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

挙手にて議案承認



新
体
制
で
出
発  

～
青
年
部
総
会
～
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印
旛
郡
市
畜
産
振
興
協
議
会
は
２
月

３
日（
水
）、
旭
市
鎌
数
の
（
株
）
千
葉

県
食
肉
公
社
で
第
20
回
印
旛
郡
市
豚
枝

肉
共
進
会
を
開
き
、
印
旛
郡
内
10
市
町

村
か
ら
68
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
名
誉
賞
に
堀
江
和
弘
さ
ん
、

優
等
賞
１
席
に
矢
部
農
場
、
優
等
賞
２

席
に
塩
澤
英
一
さ
ん
、
優
等
賞
４
席
に

堀
江
光
洋
さ
ん
の
枝
肉
が
選
ば
れ
、
上

位
を
富
里
市
の
生
産
者
が
ほ
ぼ
独
占
す

る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

肥
育
技
術
の
高
さ
や
血
統
の
良
さ
が

評
価
さ
れ
、
僅
差
で
の
順
位
決
定
と
な

り
ま
し
た
。

　

審
査
に
は
千
葉
県
畜
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
養
豚
養
鶏
研
究
室
・
社
団
法
人

日
本
食
肉
格
付
協
会
旭
事
業
所
・
社
団

法
人
千
葉
県
畜
産
協
会
養
豚
部
の
職
員

が
、
日
本
食
肉
格
付
協
会
の
格
付
基
準

に
沿
っ
て
体
重
、
歩
留
ま
り
、
背
脂
肪

の
状
態
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
通
常
総
会
が
２
月
26

日（
金
）に
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

33
人
が
出
席
し
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱

領
を
出
席
者
全
員
で
唱
和
し
て
総
会
が

始
ま
り
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
５
原
則
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

議
案
に
入
る
と
、
前
年
度
の
事
業
報

告
や
収
支
決
算
の
報
告
、
今
年
度
事

業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書

（
案
）
と
会
費
の
徴
収
時
期
と
方
法
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
組
織
の
強
化
を
図
り
、
部
員

の
加
入
促
進
や
交
流
会
等
へ
積
極
的
に

参
加
し
て
行
く
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
は
２
月
19
日（
金
）、
第

44
回
通
常
総
会
を
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
で
行

い
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
講
習
会
や
視
察
な
ど
活
発

な
活
動
を
計
画
し
て
行
く
事
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

72
人
が
出
席
（
委
任
状
含
む
）
し
、

前
年
度
の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
の
報

告
、
今
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
案
つ
い
て
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
役
員
の
改
選
も
行
わ
れ
、
次
の

通
り
と
な
り
ま
し
た
。

《
新
役
員
》

部　

長　

内
山　

弘
章
（
三　

区
）

副
部
長　

津
田
壮
一
郎
（
七
栄
第
一
）

副
部
長　

御
園　

善
之
（
高　

野
）

�

（
敬
称
略
）

　

前
役
員
の
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も

青
年
部
に
お
力
添
え
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
新
役
員
の
方
々
に
は
、
Ｊ
Ａ
青

年
部
の
よ
り
一
層
の
活
躍
に
ご
尽
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

青年部三役、左から御園さん ･ 内山さん ･ 津田さん

審議の様子

審査講評の様子

出席者全員で集合写真

女
性
部
総
会
開
く

郡
共
進
会
で
好
成
績
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農産物の認証制度について
　農産物（青果物）の認証制度には、さまざまなものがあります。それぞれ内容・性格が異なりますので、　　　　　　　　　　　　　ここで整理をしてみましょう。

制 度 名 「ＪＡＳ有機農産物」 「特別栽培農産物」 「ちばエコ農産物」 「もっと安心農産物」 「エコファーマー」 ＧＡＰ（農業生産工程管理）

制 度 区 分 ＪＡＳ法に基づく認証制度 農産物の表示ガイドライン 千葉県認証制度 全農ちばの登録制度 県知事認定 各種団体のものあり

規 格 等 ＪＡＳ規格 農水省表示ガイドライン
「ちばエコ農業」推進要綱・

要領

ＪＡグループ千葉「もっと安心農

産物」推進要領

持続性の高い農業生産方式の導入

の推進に関する法律

ＧＬＯＢＡＬＧＡＰ，ＪＧＡＰ，

県版ＧＡＰ，産地ＧＡＰなど

認 定 等 機 関 登録認定機関（第三者） 確認責任者 千葉県 全農ちば 都道府県 認証の有無についてはさまざま

審査・検査等 書類審査および実地検査
書類確認及び調査（確認責任

者によるほ場確認）

県職員による書類審査及び現

地ほ場確認審査

計画検査、生産工程検査（現地確

認）、集・出荷検査

県職員による書類審査�

導入計画の実施状況について報告

を求めることができる

ＧＬＯＢＡＬＧＡＰ，ＪＧＡＰに

ついては、認定機関による審査あ

り

土 づ く り ― ―

堆肥施用等の土づくり必須�

但し、養液栽培、たけのこも

認証可能

土壌分析結果を反映した土づくり

必須
「有機質資材施用技術」を導入

環境に配慮した土づくり、施肥を

行う

肥 料

化学肥料を使用しない（有機

農産物の日本農林規格に適合

するものは使用可）

化学肥料の窒素成分は地域で

定められている慣行レベルの

１／２以下

化学肥料（窒素成分）は慣行

の１／２以下

化学肥料（窒素成分）は慣行の１

／２以下、ただし肥効調節型化学

肥料などに由来する窒素成分はカ

ウントしない

「化学肥料低減技術」の導入�

※千葉県は、総窒素量も記載

農 薬

化学合成農薬を使用しない

（有機農産物の日本農林規格

に適合するものは使用可）

化学合成農薬の使用回数は地

域で定められている慣行レベ

ルの１／２以下

化学合成農薬は慣行の 1/2

以下�

※農薬は有効成分毎にカウン

トする

安全防除暦に基づく防除（農薬削

減努力）を行う�

結果的には慣行の 1/2以下が多

い

「化学農薬低減技術」の導入� ＩＰＭ（総合的病害虫管理）が基

本

農産物等への

表 示 等

有機ＪＡＳマーク 農水省ガイドラインに基づく

表示

「ちばエコ農産物」

認証マーク・生産情報表示票

「もっと安心農産物」登録マーク エコファーマーマーク

摘 要

認定の単位は、ほ場あるいは

事業所ごと　（農産物ではな

い。）

申請・認証は各農林振興セン

ターが窓口
各農林振興センターが窓口

◎　関連ホームページ、問い合わせ先

◇「もっと安心農産物」

　　ホームページ：http://www.ja-cb-mottoanshin.com/

　・ＪＡ全農ちば　営農対策グループ　ＴＥＬ　０４３－２４５－７３７３

◇「ちばエコ農業」

　　ホームページ：http://www.pref.chiba.lg.jp/nourinsui/eco/index.html

　・千葉県農林水産部安全農業推進課　ＴＥＬ　０４３－２２３－２７７３

　・印旛農林振興センター　　　　　　ＴＥＬ　０４３－４８３－１１２８・０４３－４８３－１１３０

　・ＪＡ富里市　営農指導課　　　　　ＴＥＬ　０４７６－９３－５６５２

農薬登録・内容変更情報
（主な内容）

薬　　剤　　名 作　　物　　名 変　　更　　内　　容 備　　　　　考

モスピラン水溶剤

未成熟とうもろこし
使用時期が「収穫前日まで」に変

更

すいか、かぼちゃ、ね

ぎ、トマト、ミニトマ

ト、ほか

適用病害虫で「アザミウマ類」に

適用拡大
平成22年２月３日付

ランマンフロアブル
作物名に「はつかだいこん」を追加　（白さび病・ワッカ

症、２０００倍、収穫７日前まで、１回）
平成20年１月20日付
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認証マーク・生産情報表示票

「もっと安心農産物」登録マーク エコファーマーマーク

摘 要

認定の単位は、ほ場あるいは

事業所ごと　（農産物ではな

い。）

申請・認証は各農林振興セン

ターが窓口
各農林振興センターが窓口

◎　関連ホームページ、問い合わせ先

◇「もっと安心農産物」

　　ホームページ：http://www.ja-cb-mottoanshin.com/

　・ＪＡ全農ちば　営農対策グループ　ＴＥＬ　０４３－２４５－７３７３

◇「ちばエコ農業」

　　ホームページ：http://www.pref.chiba.lg.jp/nourinsui/eco/index.html

　・千葉県農林水産部安全農業推進課　ＴＥＬ　０４３－２２３－２７７３

　・印旛農林振興センター　　　　　　ＴＥＬ　０４３－４８３－１１２８・０４３－４８３－１１３０

　・ＪＡ富里市　営農指導課　　　　　ＴＥＬ　０４７６－９３－５６５２

お
詫
び
と
訂
正

東
美
の
里
２
月
号
・
７
ペ
ー
ジ
下
段
の
標
題

　
　

誤　
　

１
月
の
あ
な
た
の
運
勢

　
　
　
　
　
　

↓

　
　

正　
　

３
月
の
あ
な
た
の
運
勢

�

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
54
回
組
合
員
ヘ
ラ
鮒
つ
り
大
会
が

２
月
９
日
（
火
）
に
富
里
市
根
木
名
の

管
理
釣
り
場
、
「
富
里
の
堰
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
気
温
も
上
が
り
、
厳
し
い

冷
え
込
み
も
な
く
絶
好
の
釣
り
日
和
の

な
か
、
参
加
者
23
人
は
底
釣
り
で
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
競
技
を
行

い
ま
し
た
。

　

前
回
の
優
勝
者
か
ら
３
位
ま
で
の
方

に
は
30
％
、
20
％
、
10
％
と
ハ
ン
デ
が

設
け
ら
れ
、
優
勝
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

優　

勝　

小
川　

正
春
（
金　

堀
）

　

準
優
勝　

斎
田　

弁
三
（
七　

栄
）

　

３　

位　

芹
川　
　

洋
（
二　

区
）

�

（
敬
称
略
） 左から斎田さん・小川さん・芹川さん

組合員釣り大会開く

お聞かせください。ＪＡの経営に関する気になること！

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（法第35条の５）および農協法施行規則（第

81条）に基づき、また、第24回ＪＡ全国大会決議を実践するため、理事の職務の適正な遂行を阻害する行

為に関する情報（組合経営に関する事象に限る）の提供を求めています。

　当組合の経営陣（組合長・常務・非常勤理事）の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞い

たりした事柄があれば電話または封書にて下記宛に連絡くださいますようお願いします。

①不正な行為　②規程手続違反の行為　③背任行為　④組合員・職員に対する差別的な行為

⑤道徳心・論理観の欠如　⑥機密事項の漏洩　⑦職務怠慢な行為　⑧その他経営陣として不適切な行為、

言動

� 富里市農業協同組合　監事会

　　　　　連絡先：住　　所　千葉県富里市七栄652-225

　　　　　　　　　電話番号　０４７６－９３－２１１１

　　　　　　　　　部 署 名　監査室

　　　　　　　　　受付監事　代表監事　森田　清市　宛

　　　　　　　　　お電話の場合は、月曜日～金曜日（祝祭日除く）９時～１６時にお願いします。

・・・・・・・ＪＡの仕事や職員に対する情報について・・・・・・・

※当組合の業務に関する一般的な苦情については、別途窓口を設置しておりますので、そちらをご利用く

ださい。

※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたしかねますので、予め

ご了承ください。

【一般苦情相談窓口】住　　所　千葉県富里市七栄　652-225

　　　　　　　　　　電話番号　0476-93-2111（総務部）

　　　　　　　　　　　　　　　0476-93-2112（金融部・金融、共済）

　　　　　　　　　　　　　　　0476-93-5651（購買生活部・購買、生活、産直）

　　　　　　　　　　　　　　　0476-93-5652（営農部・販売、直販、営農指導）

　　　　　　　　　　　　　　　　各担当部署窓口まで
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羊
座
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／
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水
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座
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／
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／
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魚
　
座
２
／
19
～

�

３
／
20

【全体運】やたらと勘違いが多く

なる兆し。誤解に気がついたら、

早めに解消して。金銭面は行楽

費に使う余裕がありそう

【健康運】花冷えにご用心。薄着

で油断しないこと

【幸運を呼ぶ食べ物】ヨーグルト

【全体運】コミュニケーション運

が華やぎそう。初対面の相手に

も気さくに話し掛けてみて。金

銭面は計画性が大事

【健康運】ちょっとしたけがをし

ないよう、慎重に

【幸運を呼ぶ食べ物】しらす干し

【全体運】新しいことをスタート

させるより、今まで努力してき

たことに集中する方が吉。焦ら

ず、じっくり励んで

【健康運】胃腸に優しい食べ物で

健康運アップへ

【幸運を呼ぶ食べ物】こんにゃく

天
秤
座
９
／
23
～

�

10
／
23

蠍
　
座
10
／
24
～

�

11
／
22

射
手
座
11
／
23
～

�

12
／
21

【全体運】美しいものに触れるこ

とで、感性に磨きをかけられる

とき。美術館がおすすめ。観劇

も良い刺激に

【健康運】体調改善にマッサージ

やつぼ押しを

【幸運を呼ぶ食べ物】桜もち

【全体運】神経質になりやすい傾

向。難しく考えず、もっと肩の

力を抜いて。金銭面は交際費が

増えるものの、実りあり

【健康運】運動前の準備体操を怠

らないで

【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

【全体運】レジャー運が華やぐ時

期。親しい仲間たちと食事会を

催すのがおすすめ。地域イベン

トへの参加も◎

【健康運】新しいスポーツに集中

し、気力を高めて

【幸運を呼ぶ食べ物】おこわ

蟹
　
座
６
／
22
～

�

７
／
22

獅
子
座
７
／
23
～

�

８
／
22

乙
女
座
８
／
23
～

�

９
／
22

【全体運】自分の考えに固執して

しまいがち。周りの言葉に耳を

傾けて。心を静めるには、神社

お寺への参拝が吉

【健康運】運動不足の解消には散

歩がおすすめ

【幸運を呼ぶ食べ物】雑穀米

【全体運】パワフルに動き回れそ

う。未体験のジャンルでも思い

切ってトライを。人に気前よく

ごちそうするのは避けて

【健康運】ストレス過多に要注意。

笑顔を大切に

【幸運を呼ぶ食べ物】野菜いため

【全体運】ささいなことで身近な

人たちともめてしまうかも。人

を疑わず、良い方に考えるべき。

早起きが開運の鍵

【健康運】食生活の見直しで心身

ともに快調に

【幸運を呼ぶ食べ物】真ダイ

牡
羊
座
３
／
21
～

�

４
／
20

牡
牛
座
４
／
21
～

�

５
／
21

双
子
座
５
／
22
～

�

６
／
21

【全体運】前向きな気持ちになれ

る月。やってみたいことがあれ

ば、積極的に。家族や友人たち

と花見を楽しむのも○

【健康運】マメに歩くと、より健

康に

【幸運を呼ぶ食べ物】タケノコ

【全体運】サービス精神を発揮す

ると、好機あり。発想力が高まっ

ているので、発明や計画を立て

るのにも最適

【健康運】イライラは禁物。深呼

吸で気分転換を

【幸運を呼ぶ食べ物】干しブドウ

【全体運】知的好奇心が旺盛にな

る時期。興味のあることは情報

収集を。レジャーはグループで

楽しむプランにツキあり

【健康運】好奇心を持つと、健康

運が向上しそう

【幸運を呼ぶ食べ物】緑茶

★☆★☆★☆★４月のあなたの運勢 ★☆★☆★☆★

営 農 部（販売・指導） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

購 買 資 材 課（購買店舗） ＴＥＬ ０４７６- ９３- １９１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ４８３２

購 買 生 活 部（生活事業） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

金 融 部（金融・共済） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

機 械 セ ン タ ー ＴＥＬ ０４７６- ９３- ８６８３ ＦＡＸ ０４７６- ９３- ８４８１

産 直 セ ン タ ー ＴＥＬ ０４７６- ９１- ０５２０ ＦＡＸ ０４７６- ９１- ０５２１

産 直 セ ン タ ー ２ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９０- ３３３１ ＦＡＸ ０４７６- ９０- ３３３２

総 務 部 ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

ＪＡ富里市直通電話番号一覧表

※緊急事故連絡先（夜間・休日）　TEL ０１２０- ２５８- ９３１・葬祭等 TEL ０４７６- ９２- ０９８３

平成22年3月15日 第  366  号東 美 の 里

富
里
歌
壇

富
里
歌
壇



冬
枯
れ
の
境
内
色
な
く
坪
庭
の
白
き
砂
地
に
陽
は
き
ら
め
き
て

�

伊
藤　

哲
儀

鐘
楼
の
そ
ば
に
実
れ
る
し
ぶ
柿
が
今
年
も
た
わ
ゝ
に
色
づ
き
に
け
り

�

立
花　

法
子

「
そ
こ
は
か
と
」
今
朝
も
ベ
ッ
ト
に
匂
い
く
る
予
約
ま
か
せ
の
三
合
の
め
し

�

中
川
キ
ヨ
子

晴
れ
わ
た
る
元
日
の
朝
を
野
鳥
ら
の
相
聞
の
声
地
上
に
こ
ぼ
る
る

�
安
江　

照
子

冬
の
夜
の
縁
に
伏
す
ま
ま
虎
落
笛
（
も
が
り
ぶ
え
）
聴
し
が
ご
と
く
兄
独
り
ゆ
く

�

鳴
田　

き
よ

珊
瑚
の
玉
さ
げ
た
る
様
な
老
爺
柿
（
ろ
う
や
が
き
）
鶯
の
来
て
せ
わ
し
く
啄
む

�

秋
葉　

清
子

金
粉
を
飲
み
ほ
せ
し
茶
屋　

寅
年
は
ど
う
や
ら
金
に
付
き
の
あ
る
ら
む

�

麦
倉
千
代
子

あ
れ
ほ
ど
に
落
葉
降
ら
せ
し
欅
大
樹
裸
身
と
な
り
て
宙
を
み
は
ら
す

�

宮
沢　

智
子

満
面
に
笑
み
を
う
か
べ
て
夫
帰
る
小
脇
に
福
寿
草
の
株
を
か
ゝ
え
て

�

黒
田　

照
子

新
し
き
陽
を
背
に
し
て
ゆ
っ
た
り
と
け
ふ
読
む
終
え
む
「
次
郎
と
正
子
」

�

古
川　

芳
子

　

�

と
み
さ
と
短
歌
会
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ご飯を美味しく　食事を楽しく



　

理
事
会
メ
モ

　

平
成
22
年
2
月
26
日
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
事
項
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議　
　

案

１
．
確
定
給
付
企
業
年
金
制
度
の
導
入
及
び
退
職
給

与
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

２
．
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

３
．
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

４
．
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規
程
の
設
定
に
つ

い
て

５
．
１
月
期
提
案　

貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・

　
　

「
注
記
表
・
附
属
明
細
書
」
に
つ
い
て

６
．
１
月
期
提
案　

繰
延
税
金
資
産
の
回
収
可
能
性

に
つ
い
て

７
．
１
月
期
提
案　

剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い

て

８
．
総
合
財
務
計
画
・
総
合
収
支
計
画
・
部
門
別
損

益
計
算
書
に
つ
い
て

９
．
附
帯
決
議
に
つ
い
て

10
．
書
面
議
決
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て

11
．「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ
い
て

12
．
平
成
21
年
度
決
算
監
査
に
係
る
監
査
報
告
書
に

つ
い
て

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て
て
思
っ
た

の
で
す
が
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
あ
っ
て
も
、

Ｊ
Ａ
の
職
員
で
あ
っ
て
も
言
え
る
事
で
す
が
、
仮
に

良
い
成
績
や
成
果
を
挙
げ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
注
目
も

浴
び
る
し
評
価
も
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
過
程
に
は
多

く
の
人
々
が
関
わ
っ
て
い
て
、
決
し
て
一
人
で
成
し

遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
も
ど
ん
な
立
場
に
な
っ
て
も
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
（
東
美
の
里
）
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
希
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

�

（
由
）

編
集
後
記

作り方
１　米をとき、分量の水に30分以上

浸し、酒を入れてご飯を炊く。す
し酢を混ぜてすし飯を作る。

２　タケノコの穂先は３～４㎝長さの
くし形に、根元はいちょう切りに
する。ニンジンは５㎝長さの短冊
切りにする。ショウガは皮むき、
千切りにする。牛肉は一口大に切
る。

３　Ａを合わせる。フランスパンにサ
ラダ油を熱し、２をいため、肉の
色が変わったらＡを入れる。煮汁
がなくなるまでいり煮にする。

４　鍋に湯を沸かし、菜の花を色よく
ゆでる。水気を絞り、４～５㎝長
さに切る。

５　１のすし飯に、３，４を混ぜる。

作り方
１　ニンジン、カブ、ゴボウは乱切り

にする。シイタケはそぎ切りにす
る。

２　こんにゃくは２㎝の薄い書く切り
にする。熱湯でさっとゆでる。

３　ちくわは小口切りに、ネギは野菜
がやわらかくなるまで、約10分
煮る。

５　塩、しょうゆで味を調え、ナメ
コ、３を加える。水大さじ１（材
料外）で溶いたかたくり粉で、と
ろみをつけ、ショウガ汁を加えて
火を止める。

材料（４人分）

米（米用カップ）… ３カップ（540ml）

水……………………………… 540ml

酒…………………………… 大さじ２

すし酢

酢…………………………… 大さじ５

砂糖………………………… 大さじ３

塩…………………………… 小さじ１

牛ロース肉薄切り…………… 200ｇ

ゆでタケノコ………………… 150ｇ

ニンジン……………… ５㎝（1/4本）

ショウガ…………… 大１かけ（15ｇ）

サラダ油…………………… 大さじ１

Ａ　酒 ･みりん ･しょうゆ…各大さじ２

　　砂糖…………………… 大さじ１

菜の花………………………… 100ｇ

材料（４人分）

ニンジン……………… １本（200ｇ）

カブ…………………… ２個（100ｇ）

ゴボウ……………… 1/2本（100ｇ）

シイタケ………………………… ４枚

ナメコ……………………… １パック

ちくわ……………………２本（60ｇ）

ネギ…………………………… 1/2本

だし汁……………………… ４カップ

薄口しょうゆ……………… 大さじ１

塩………………………………… 少々

かたくり粉……………… 大さじ 1/2

ショウガ汁………………… 小さじ２

ご飯

もう

一品

タケノコと牛肉の混ぜずし� １人分約 730kcal

のっぺい汁� １人分約 85kcal

ご飯を美味しく　食事を楽しく

具をまとめて煮るので、簡単に出来るレシピです。ア
スパラガスやフキ、ソラマメなど季節感のある材料を
入れてたのしんでもＯＫ！

キノコや根菜類などをたっぷり入れれば栄養満点！ビ
タミンや食物繊維をしっかり取れる、うれしい一品で
す。


